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Ⅰ　問題と目的
１ ．はじめに　

大学生の学校不適応の問題が注目を集めている。文部科学省
が2020年に行った調査では大学生（大学院生を含む）の中途退
学者数は28,647人で，このうちの18.3％が，学生生活不適応・就
学意欲が低い事による退学であった。また，同じく2020年度の
休学者は65,670人で，このうちの17.6％が，同じく学生生活不適
応・就学意欲が低い事を理由としてあげていたことが示された。
近年は，大学全入学時代と言われており，令和元年度における
大学進学率は53.7％で過去最高を記録した（文部科学省，2020）。
このように，多くの学生が大学に進学する昨今において，大学
には学問の地というだけに留まらず，学生が大学生活を充実し
て送り，社会に出るまでの十分な準備を行えるようにサポート
する役割も担っている（大対，2015）。学生の充実した学校生活
をサポートするにあたって，大学では上で述べたような大学生
の学校不適応を改善するためのアプローチについても考えてい
く必要がある。
２ ．大学生の学校適応感

適応とは個人と環境の調和（近藤，1994）を表す概念である。
適応は，社会的，文化的環境に対する適応である「外的適応」
と，内外さまざまな事態に直面して内面的に幸福感と満足感を
経験し，心的状態が安定した過程にある場合の「内的適応」に
分類することができ（北村，1965），主に臨床心理学の研究の中
では後者の定義が用いられてきた。環境の諸条件と個人の諸条
件が何かの点で一致または調和の関係にある場合に，その個体
はその環境に適応状態にある（戸川，1956）と考えることがで
きる。一方，適応感とは，個人が自己を良い適応の状態である
と意識していることで，生活における安定感，充実感，生きが
い感などを意味するもの（加藤ら，1981）である。つまり適応
感とは，個人が生活していく中で主観的に感じている環境との
調和感のことであり，実際に環境と個人が調和できているか否
かを問わないという点において，適応とは異なる意味合いを含
んでおり，適応と同じものを指す概念ではない。しかし，個人
の適応の １ 指標として考えることができると谷井・上地（1994）
は主張した。

学校適応感とは，学校という環境に対して個人と環境の関係
から生じる感情や認知の総称で，学校適応の状態を簡便に測定

することが可能な変数として扱われてきた（水野，2016）。先行
研究でも学校における友人関係や（大対，2015），大学の入学目
的 （松井ら，2010），学業や教員との関係（磯部・上村，2007）
などをはじめとした，大学生活にまつわる様々な要因が大学生
の学校適応感に影響を与えることが示されている。さらに，特
性不安が低い学生が，特性不安が高い学生よりも学校適応感が
高いことが示されている（熊田ら，2007）が，多くの健康問題
や適応上の問題は，個人の性格にその原因の多くを帰すること
ができる場合も少なくない（山崎，2002）ことを踏まえると，
学生個人が持つ特性や性格などに注目しながら学生の学校適応
感について考えていく必要があるのではないだろうか。
３ ．感覚処理感受性（SPS）

感覚処理感受性（Sensory-Processing Sensitivity : 以下 SPS）
とは，社会的および感情的な手がかりを含む，内的および外的
な刺激に対する感受性を特徴とする気質性や性格傾向のことで
あ る（Aron et al., 2010）。SPS が 高 い 人 は Highly Sensitive 
Person（以下 HSP）と呼ばれ，全人口の約15～20％が該当する
と考えられる。HSP は SPS が低い人々に比べて些細な刺激に過
敏に反応しやすい傾向を持っ ている（Aron & Aron, 1997）。
HSP の主たる特徴である敏感さは，発達障害の症状である感覚
過敏性と類似性が考えられており（菊地，2022）， SPS の高さ
が，自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder：以下
ASD）とも関連することが示唆されている（Acevedo et al, 
2018）。一方で，Acevedo et al（2018）は，SPS と ASD の違い
を脳活動の側面から検討し，ポジティブな刺激に対する報酬の
感じ方や，社会的刺激に対する生理的，認知的な反応の程度が
両者で異なっていることを明らかにした。このように SPS が高
い人と ASD 者は感覚や刺激に対する過敏さにおいては類似す
る部分を有しているものの，脳活動の面からは両者が区別され
る可能性が考えられる（花岡ら，2023）。SPS が高い人々は，生
まれつき敏感で周りからの刺激を受けやすいため，職場や家庭
など生活の中で気疲れしやすく生きづらさを感じている人が多
い（大河原・古池，2023）。また，敏感であるという特性を周囲
に理解してもらえず，甘えやわがままなどの一方的な見方をさ
れてしまったり，他者と比較してしまい自己肯定感が低下した
りすることもあり（大河原・古池，2023），SPS が相対的に高い
人たちは SPS が低い人たちに比べ，人生への満足度や自尊感情
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が低いことが明らかになっている（上野ら，2020）。さらに赤
城・中村（2017）が，大学生の SPS の高さとソーシャルスキル
の関連を検討したところ，敏感さによる不快感を示す「感覚不
快感」が高い学生はソーシャルスキルが相対的に低いことが示
された。ソーシャルスキルは適切な対人関係を形成し，維持し
ていくために重要なスキルである。これまでの研究の中で学校
適応感には様々な要因が影響を与える一方で，「友人関係」に関
する要因ついては多くの研究の中で，学校への適応感や満足感
に関連することが示唆された（大対，2015：松井ら，2010：中
村・松田，2013）。つまり，ソーシャルスキルが相対的に低い高
SPS の学生は，大学における充実した友人関係を築きにくい可
能性がある。

以上を踏まえると，SPS の高さは学生の主観的な学校適応感
に影響を与える可能性が考えられるが，これまでに SPS の視点
から大学生の学校適応感について実証的に検討した研究は少な
い。さらに，HSP は医学的な診断名ではなく生まれ持った特性
であるが，この概念は医療現場でも周知されているとは言えず，
不安障害をはじめとするさまざまな精神疾患の診断がなされ，
適切なアプローチができていない場合もある（大河原・古池，
2023）。つまり，学生の充実した学校生活をサポートするため
に，大学に対する不適応の早期発見や予防に向けた学校全体と
しての取り組みだけでなく，大学への不適応を抱えた学生個人
への支援を考えるにあたって，SPS という生得的な個人差が，
学校適応感にどのような影響を与えているのかについて検討す
る必要性があると考える。
４ ．本研究の目的と問い

本研究では，大学における学校への不適応感の低減に向けた
学校全体に対するアプローチだけでなく，個別的なアプローチ
への示唆を得るために，大学生の感覚処理感受性の高さと主観
的な学校適応感の関連について検討を行う。具体的な問いは，
以下の ２ 点である。
①  SPS の高い学生が，大学生活を送る中でどのような不適応

感を抱いているのか明らかにする。
②  HSP のどのような側面が学生の学校適応感に影響を与えて

いるのか明らかにする。

Ⅱ　方法
１ ．対象者と手続き

2021年 ８ 月15日から2021年10月31日の間に，Ａ大学に通う男
女290名（男性60名，女性229名，無回答 １ 名）に対して質問紙
調査を行った。Ａ大学は私立の ４ 年制大学であり，調査対象者
は主に心理学を専攻している学生であった。調査は主に授業時
間前に実施した。調査協力を承諾した学生のみに調査用紙を配
布し回答を求めた。初めに研究の目的と方法について口頭で説
明を行い，10分程度の回答時間を設け，一斉に回収を行った。
その後，回答に不備があった ８ 名のデータを除き，282名を分析
の対象とした。調査協力者の学年は １ 年生が103名，２ 年生が70
名， ３ 年生が85名， ４ 年生が24名であった。調査を行った時期
は，COVID-19の感染拡大防止のために，大学ではオンライン
による遠隔授業が多く用いられており，学生が大学に登校する
機会が平常時と比較して少ない時期であった。
２ ．倫理的配慮

回答は全て無記名で行った。調査への協力は任意であり，質

問紙への回答を拒否または中断することが可能なこと，また，
回答したことで調査協力者に不利益が生じないこと，データは
研究者が厳重に保管し，個人が分からないようにデータ化した
うえで速やかに破棄することをフェースシートに記載するとと
もに口頭で説明した。
３ ．質問紙の構成
１ ）フェースシートで調査協力者の学年と性別を尋ねた。
２ ）SPS の高さを測る尺度として高橋（2016）によって作成さ
れた Highly Sensitive Person Scale（Aron & Aron, 1997）日本
語版19項目（ 以下 HSPS-J19）を用いた。この尺度は Highly 
Sensitive Person Scale（Aron & Aron, 1997）の邦訳版となっ
ている。「低感覚閾」，「易興奮性」，「美的感感受性」の ３ 因子19
項目から構成されている。本研究では高橋（2016）と同様に「非
常にあてはまる」から「全くあてはまらない」の ７ 段階評定で
回答を求めた。この尺度は得点が高くなるほど SPS が高いこと
を示す。
３ ）大学生の学校への適応感を測る尺度として，大久保（2005）
が作成した青年用適応感尺度を用いた。この尺度は，所属する
環境に合うか合わないかという青年自身の内的基準に基づいた
主観的な適応感を測定することが可能である。本尺度は「居心
地の良さの感覚」，「課題・目的の存在」，「被信頼・受容感」，「劣
等感の無さ」の ４ 因子30項目から構成されており，「非常によく
あてはまる」から「全く当てはまらない」の ５ 段階評定で回答
を求めた。この尺度は，得点が高くなるほど学校適応感が高い
ことを示す。

Ⅲ　結果
本研究において分析はすべて HAD（清水，2016）を用いて

行った。まず，尺度の信頼性を検討するために，各尺度の α係
数を算出したところ，SPS の高さを測る尺度である HSPS-J19

（高橋，2016）では，全体が .80，「低感覚閾」 .82，「易興奮性」 
.70，「美的感受性」 .47であった。「美的感受性」では低い値が算
出されたが，本研究では，SPS の高さと学校適応感の関連につ
いて HSP が持つポジティブな側面からも検討する必要があると
考えたため，また従来の研究（高橋，2016）では α係数が .68確
保されているなどの理由で，「美的感受性」因子も分析対象とし
て，先行研究と同様の分析を行った。また，大学生の学校適応
感を測定する尺度である大久保（2005）の青年用適応感尺度で
は，全体が .92，「居心地の良さの感覚」 .87，「課題・目的の存
在」 .84，「被信頼・受容感」 .90，「劣等感の無さ」 .88であり，全
ての因子において高い値が示された。
１ ． SPS の高さと学校適応感の関連

Aron & Aron（1997）が，HSP が全人口の約15～20％存在す
ると主張している一方で，平野（2012）が大学生を対象に調査
を行った結果，敏感さ得点の下位10％の人々の心理的適応感が
有意に高く，上位20％の人々の心理的適応感が有意に低いこと
を示唆されるなど，大学生の何割が HSP に相当しているかはま
だ明らかになっていない。そこで，本研究ではこれらの先行研
究を踏まえ，HSPS-J19の総得点の上位15％に相当する43名を高
SPS 群，総得点の下位15％に相当する42名を低 SPS 群，残りの
197名を中 SPS 群とする， ３ 群を抽出し，分析を行った。各群
の平均値と標準偏差及び分散分析の結果を表 １ に示す。まず，
３ 群における青年用適応感尺度の総得点の平均値の差について
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１ 要因分散分析を用いて検討を行った。その結果，主効果にの
み有意傾向が示されたが，すべての群間において有意な差は見
られなかった（F（2,279）＝2.77，ｐ＝0.06，partial η2＝0.02）。
次に ３ 群における青年用適応感尺度の下位因子ごとの平均値の
差について １ 要因分散分析を行った。その結果，「劣等感の無
さ」のみに有意な差が示された（F（2,279）=4.75，ｐ =0.01，
partial η2＝0.03）。この因子は得点が高いほど学校場面で劣等
感を感じていないことを示す。Holm 法を用いた多重比較を行っ
たところ，低 SPS 群よりも中 SPS 群のほうが（p <.05），そし
て，低 SPS 群よりも高 SPS 群のほうが得点が低かったことから

（p <.01），SPS が低い学生ほど学校において劣等感を有意に感
じにくい事が示唆された。そして，「居心地の良さの感覚（F

（2,279）=1.67，p=0.19，partial η2=0.01）」と「課題・目的の存
在（F（2,279）=1.02，p=0.36，partial η2=0.01）」，「被信頼・受
容感（F（2,279）=0.35，p=0.70，partial η2=0.003）」については
全ての群の間で有意な差は示されなかった。
２ ．HSP が持つ特徴が学校適応感に与える影響

HSP が持つさまざまな特徴が大学生の学校適応感にどのよう
な影響を与えているのかを明らかにするために，HSPS-J19の下
位因子である「低感覚閾」，「易興奮性」，「美的感受性」を説明
変数，学校適応感の高さを示す青年用適応感尺度の総得点を目
的変数として重回帰分析を行った。重回帰分析の結果を表 ２ に
示す。

重決定係数は １ % 水準で有意な値であった（F=23.82）。そし
て「 低感覚閾（β=-.18，p <.01）」と「 美的感受性（β=.39，p 
<.01）」が学校適応感に有意な関連を示していた。この結果か
ら，感覚閾値が低くなるほど学校適応感が下がり，美的感受性
が高くなるほど学校適応感が向上すること可能性が示された。
一方で，易興奮性については有意な関連は示されなかった。

３ ．SPS の各側面と学校適応感の関連
重回帰分析の結果をもとに，SPS の高さと学校適応感の関連

についてさらに詳しく検討するため，HSPS-J19の下位因子ごと
の得点をもとに上位15％の高群と下位15％の低群およびその他
70％の中間群に分け，各因子の得点の高さと学校適応感の関連
について検討を行った。まず，低感覚閾因子と学校適応感の関
連を検討した。この因子は，得点が高くなるほど感覚閾値が低
くなることを示しており，感覚閾値の低さは，例えば，大きな
音による不快感の昂進や刺激が少ないところへの回避傾向など
を特徴としている。そのため，低感覚閾因子に含まれる項目の
総得点の上位15％を低感覚閾群，下位15％を高感覚閾群，残り
の70％を中間群として一要因分散分析を行った（表 ３ ）。主効果
が認められたため（F（2,279）=7.29，p=0.001，partial η2= 
0.05），Holm 法を用いた多重比較を行ったところ，高感覚閾群
と低感覚閾群（p <.01），高感覚閾群と中間群（p <.05），中間群
と低感覚閾群の間に（p <.05）有意な差が認められ，高感覚閾
群 > 中間群 > 低感覚閾群の順番で学校適応感が有意に高くなる
ことが示された。

次に，ビクッとしやすい，強い刺激に圧倒されるなど刺激に
対する敏感さを特徴とする易興奮性尺度と学校適応感の関連を
検討した。この因子は，得点が高くなるほど，刺激に対する反
応性が高まることを示す。易興奮性因子に含まれる項目の総得
点の上位15％を高易興奮性群，下位15％を低易興奮性群，その
他の70％を中間群として一要因分散分析を行った（表 ４ ）。主効
果が認められたため（F（2,279）=3.51，p=0.03，partial η2= 
0.03），Holm 法を用いた多重比較を行ったところ，低易興奮性
群は高易興奮性群よりも有意に学校適応感が高いことが明らか
になった（p <.05）。中間群と高易興奮性群の間と，中間群と低
易興奮性群の間には有意な差は示されなかった。

表 １　各群における学校適応感の平均点と標準偏差および分散分析の結果
高 SPS 群（n=43） 中 SPS 群（n=197） 低 SPS 群（n=42） F 値 多重比較（Holm 法）

学校適応感総得点 93.40（2.70） 97.93（1.26） 104.05（2.77） 2.77+
居心地の良さの感覚 42.05（1.58） 42.81（0.74） 45.78（1.62） 1.67
課題・目的の存在 34.16（0.93） 33.42（0.44） 34.83（0.96） 1.02
劣等感のなさ 17.88（0.93） 19.19（0.43） 21.83（0.95） 4.75** 低 SPS 群 > 高 SPS 群 **

低 SPS 群 > 中 SPS 群 *
被信頼・受容感 15.84（0.79） 16.46（0.37） 16.73（0.80） 0.35

（ ）内は標準偏差．** p< .01, *  p< .05, + p<.10

表 ２　学校適応感を目的変数とする重回帰分析の結果
b （SE） β R2 F

低感覚閾 -0.40 （0.15） -0.18** .200** 23.834
易興奮性 -0.15 （0.17） -0.06
美的感受性 1.85 （0.26） 0.39**

（ ）内は標準偏差．** p< .01, *  p< .05, + p<.10

低感覚閾群（n=43） 中間群（n=195） 高感覚閾群（n=45） F 値 多重比較（Holm 法）
高感覚閾群 > 低感覚閾群 **

学校適応感総得点 90.47（2.66） 98.78（1.25） 104.56（2.60） 7.29** 高感覚閾群 > 中間群 *
中間群 > 低感覚閾群 *

（ ）内は標準偏差．** p< .01, *  p< .05, + p<.10

表 ３　感覚閾の低さにおける学校適応感の平均点と標準偏差及び分散分析の結果
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そして，芸術に心動かされるや，豊かな想像力など精神生活
の豊かさを特徴とする美的感受性因子と学校適応感の関連を検
討した。この因子は，得点が高くなるほど，精神生活が豊かで
ある事を示す。そのため，美的感受性因子に含まれる項目の総
得点の上位15％を高美的感受性群，下位15％を低美的感受性群，
残り70％を中間群として一要因分散分析を行った（表 ５ ）。主効
果が認められたため（F（2,279）=15.29，p <.001，partial η2 

=0.10），Holm 法を用いた多重比較を行ったところ，高美的感受
性群と低美的感受性群（p <.01），高美的感受性群と中間群（p 
<.01），中間群と低美的感受性群の間に（p <.01）有意な差が認
められ，高美的感受性群 > 中間群 > 低美的感受性群の順番で学
校適応感が高くなることが示された。

Ⅳ　考察
１ ．SPS の高さと学校適応感の関連について

SPS の高さと学校適応感の関連について検討を行った。その
結果，SPS が高い学生は SPS が低い学生よりも「劣等感のなさ」
に関する得点が低いことが示された。この結果は，20歳から69
歳の日本人を対象として，SPS の高さと主観的幸福感の高さの
関連を検討した上野ら（2020）による研究の結果を支持する。
SPS の高さが個人の特性不安と関連していることが示唆されて
いるように（高橋・熊野，2019），SPS が相対的に高い学生は，
その敏感さのために些細なことで不安を感じやすく，学校にお
いて一般的な学生よりも劣等感を抱きやすいために，学校適応
感の一部にネガティブな影響が生じる可能性が示された。

しかし一方で，本研究では「居心地の良さの感覚」や「被信
頼・受容感」など「劣等感のなさ」以外の因子については SPS
の高さによる有意な差異は示されず，SPS の高さが肯定的な居
場所感（被受容感・安心感）を低減させるという結果を示した
薄ら（2015）の研究とは異なる結果になった。この原因として，
調査時期の影響が考えられる。調査を行った時期は，COVID-19
の感染拡大防止のために，大学ではオンラインによる遠隔授業
が主要な授業形態であった。そのため，学生が大学に登校する
機会が平常時に比べて少なく，自分の大学生活について具体的
なイメージを抱きにくかった可能性が考えられる。また，学校
適応感には友人関係に関する要因以外に，学生の授業理解や入
学目的など（松井・中村・田中，2010）の要因も影響を与えて
いる。そのため，COVID-19による登校機会の減少に伴い，集
団場面や密な友人関係が希薄になり，登校の有無に関係のない
入学目的や授業理解など，SPS の高さが直接関与しにくい要因
の影響が強まっていた可能性が考えられる。学生の学校適応感

に対する効果的なアプローチを考えていくために，今後は，学
生生活を取り巻く社会の状況なども踏まえて，大学生の学校適
応感について検討していく必要があるといえる。
２ ．HSP の各特徴が学校適応感に与える影響と関連

HSP が有する特徴が学校適応感に与える影響について検討を
行った。その結果，感覚閾の低さを特徴とする「低感覚閾」得
点が高い低感覚閾群の学生は，得点が低い高感覚閾群の学生よ
りも学校適応感が低くなった。また，高感覚閾群よりも中間群
が，中間群よりも低感覚閾群のほうが学校適応感が低かった。
そして，刺激に対する反応のしやすさを示す「易興奮性」得点
についても，得点が高い易興奮性群の学生の方が非易興奮性群
の学生より学校適応感が低くなっていた。このことから，感覚
閾が低くなったり，刺激に対する反応性が高まるなど外界に対
する敏感さが強くなるほど，学校で生じる出来事を敏感に感じ
取ったり，過剰に反応してしまったりするため，大学生活に対
して安心感や充実感を抱きにくく，大学に対する疎外感や嫌悪
感，疲労感などのネガティブな感情を抱きやすい可能性が考え
られた。

しかし一方で，精神生活の豊かさを示す「美的感受性」得点
については，高美的感受性群の学生の方が低美的感受性群の学
生よりも学校適応感が高くなっていた。また，中間群よりも高
美的感受性群が，低美的感受性群よりも中間群が，学校適応感
が高かった。この結果から，美的感受性は学校適応感にポジティ
ブな影響を与えており，SPS が高い学生であっても順応的な敏
感さである美的感受性が高ければ，適応的な学生生活が送れる
可能性が示唆された。今までに美的感受性は開放性と中程度の
相関がある事が明らかになっており（高橋・熊野，2019），開放
性の高さは対人的魅力を生じさせる（戸塚，2016）。つまり，美
的感受性が高いことで，サークル活動など新しいことにチャレ
ンジし，友人関係を形成しやすくなるため，美的感受性の高さ
が学校適応にポジティブな影響を与えるのではないかと考える。
今後は学校適応感向上のために，美的感受性と学校適応感の関
連をさらに検討し，HSP の「強み」ともいえる美的感受性を高
める活動についても考えていく必要がある。
３ ．SPS が高い学生へのアプローチ

SPS の高さと学校適応感の関連を検討したところ，SPS が高
い学生は劣等感を抱えやすいことが示された。長沼（2017）は，
SPS が高い子どもである Highly Sensitive Child （以下 HSC）は
不安の回路の働きが強い子どもであり，マイナス思考が強くな
りやすく，自分がうまくできなかったこと，期待に沿えなかっ
たことを，実際以上に深刻に受け止めて自分を責めたり，激し

易興奮性群（n=42） 中間群（n=197） 非易興奮性群（n=43） F 値 多重比較（Holm 法）
学校適応感総得点 93.26（2.73） 98.45（1.26） 103.42（2.70） 3.51* 非易興奮性群 > 易興奮性群 *

（ ）内は標準偏差．** p< .01, *  p< .05, + p<.10

表 ４　易興奮性における学校適応感の平均点と標準偏差および分散分析の結果

高美的感受性群（n=48） 中間群（n=188） 低美的感受性群（n=46） F 値 多重比較（Holm 法）
高美的感受性群 > 低美的感受性群 **

学校適応感総得点 107.21（2.45） 98.77（1.24） 87.89（2.51） 15.29** 高美的感受性群 > 中間群 **
中間群 > 低美的感受性群 **

（ ）内は標準偏差．** p< .01, *  p< .05, + p<.10

表 ５　美的感受性の高さにおける学校適応感の平均点と標準偏差および分散分析の結果
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く落ち込んでしまうと論じた。また，HSP は共感力が高く他の
人の行動や情動場面を見ると，あたかも自分が同じ状況にいる
かのように感じ，自分ではない周囲の人が怒られている場面で
泣き出してしまったり，苦痛を感じたりすることがある（大河
原・古池，2023）。そのため，まずは教員全体に対して SPS や
HSP に関する情報提供を行い，学生がネガティブなメッセージ
として受け取りにくい伝え方や指導法を考案，普及させること
で，SPS が高い学生が劣等感を感じる機会を減らすことが重要
である。

また，SPS が高い中学生（HSC）を対象に，学校生活で感じ
ている困難を調査した大河原・古池（2023）は，HSC の中には
自分の特性から逃れられずに自己肯定感が低下してしまう子ど
ももたくさんいるが，心を許せる友達がいることや自分を認め
てくれる先生の存在が学校に居場所を見つけ，自己肯定感を保
つことにつながっていること，そして，HSP は心を許せる親友
ができれば社会に溶け込めるが，非 HSP よりも友人関係を築く
ことに時間がかかることを論じた。そのため，まずは，心理教
育の実践など，学生が自身の感覚について自己理解を深める機
会を作り，自身が持つ敏感さを言語化できるように支援する。
そして，自身の敏感さや，それに伴う大学生活上の難しさを学
生が安心して表現できる環境を確保することで，大学側が SPS
が高い学生の抱えるニーズや困り感を正しく理解する必要があ
る。その上で，SPS が高い学生が安心して友人関係を築いてい
けるような機会や空間を設けたり，教職員に対して学生の個性
を尊重するような配慮を求めるなど，SPS が高い学生であって
も劣等感を感じることなく充実した学生生活を送ることができ
るようなアプローチを行うことが重要だと考えられる。また，
大学において学生が気軽に相談できる場所の拡充と周知するこ
とで，学生が自身の気持ちを整理したり，学業場面以外での居
場所や自分を認めてくれる存在を増やすことにつながり，学校
適応感の向上に間接的に寄与する可能性があると考える。

次に，SPS の特徴と学校適応感の関連を検討したところ，SPS
の特徴によって学校適応感が影響を受けることが示された。し
かしながら，SPS の特徴のすべてが学校適応感にネガティブな
影響を与えているわけではなく，一部の特徴は学校適応感にポ
ジティブな影響を与えていた。また，生得的な敏感さの程度に
よって心理的適応感向上に効果的な資質的レジリエンスが異な
るとされている（平野，2012）ことからも，単純に学生が HSP
か否かに注目するのではなく，どんな特徴を各学生が持ってい
るのか，どの程度敏感さがあるのかなどの個人差に焦点を当て
ることが，効果的な個別的アプローチを考えていく上で重要だ
といえる。

本研究で，学生が抱える刺激に対する高い過敏性や反応性が
学校適応感にネガティブな影響を与えていることが示されたが，
SPS による敏感さは生得的な特性であり，根本的な解決は難し
い。そのため，学生の自己理解を促す機会を設け，学生が自分
自身の感覚について言語化できるようにすることに加え，安心
して自身の敏感さや学生生活上の困りごとを表現できる場を整
備するなど，学生個人に向けたアプローチに加えて，学生から
表現されたニーズをもとに，部屋の明るさや音の大きさを調整
したり，大学に １ 人でゆっくりできるスペースを確保するなど，
敏感さを抱える学生が過ごしやすい環境を大学全体で整えるな
どの学校環境に対するアプローチも行っていく必要があるとい

える。 
４ ．今後の課題

本研究で得られたデータは COVID-19による学校環境の変化
の影響を強く受けていた可能性がある。本研究の被検者の半数
以上が大学 １ ， ２ 年生であったが，これらの学生は大学入学時
点で既に COVID-19が流行しており，調査時までに大学に登校
した機会が少なくなかった。そのため，登校制限が設けられて
いない状態で得られたデータの結果と比較し，学校環境による
学校適応感の変化についても検討する必要があるといえる。さ
らに，本研究で SPS のなかには学校適応感にネガティブな影響
を与えるものだけでなく，ポジティブな影響を与える側面も存
在する事が明らかになった。このことは，感覚閾が低くかった
り，刺激に対する反応性が高くても美的感受性が高ければ，学
校適応感は保たれている可能性を示唆している。そのため，今
後は学校適応感を SPS の特徴ごとに見ていくのではなく，「低
感覚閾」と「美的感受性」の両方が高い人など，SPS の ３ つの
側面から個人を捉えていく必要があるといえる。また，本研究
では，「美的感受性」因子の信頼性が十分に確保することができ
なかった。この要因として，オンラインによる遠隔授業や，ま
ん延防止等重点措置法などにより不必要な外出の自粛が求めら
れていたために，自宅で過ごす時間が多くなり，自身の敏感さ
を感じる機会が少なか っ た可能性が考えられる。今後も
HSPS-J19の因子構造については検討していく必要がある。

〈付記〉
本稿は，西南学院大学人間科学部心理学科に提出した卒業論

文の一部に加筆・修正を加えたものです。調査にご協力いただ
きました皆様にお礼申し上げます。卒業研究の計画から執筆に
至るまで丁寧にご指導頂きました西南学院大学人間科学部心理
学科教授の浦田 英範先生に心より感謝申し上げます。また，今
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表 ６　HSPS-J19（高橋，2016）の質問項目
No. Item
1 強い刺激に圧倒されやすいですか？
2 他人の気分に左右されやすいですか？
3 痛みに敏感になることがありますか？
4 忙しい日々が続くと，ベットや暗くした部屋などプライバシーが得られ，刺激の少ない場所に逃げ込みたくなりますか？
5 明るい光や強いにおい，ごわごわした布地，知覚のサイレンの音などにゾッとしやすいですか？
6 豊かな内面生活を送っていますか？
7 大きな音で不快になりますか？
8 美術や音楽に深く感動しますか？
9 自分に対して誠実ですか？
10 ビクッとしやすいですか？
11 短時間にしなければならないことが多いとオロオロしますか？
12 一度の沢山のことを頼まれるとイライラしますか？
13 いろいろなことが自分の周りで起きていると，不快な気分が高まりますか？
14 生活に変化があると混乱しますか？
15 微細で繊細な香り・味・音・芸術作品などを好みますか？
16 一度にたくさんのことが起こっていると不快になりますか？
17 大きな音や雑然とした光景のような強い刺激がわずらわしいですか？
18 競争場面や見られていると，緊張や動揺のあまり，いつもの力を発揮できなくなりますか？
19 子どもの頃，親や教師はあなたのことを「敏感だ」とか「内気だ」と見ていましたか？
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No. Item No. Item
1 学校において周囲に溶け込めている 16 学校において周りから指示や命令をされているように感じる
2 学校では将来役に立つことが学べる 17 学校において幸せである
3 学校ではこれからの自分のためになることができる 18 学校において周りに迷惑をかけていると感じる
4 学校ではありのままの自分を出せている 19 学校において自分だけだめだと感じる
5 学校では周りから関心を持たれている 20 学校において自分は場違いだと感じる
6 学校では周囲となじめている 21 学校では成長できると感じる
7 学校において周りから必要とされていると感じる 22 学校において役に立っていないと感じる
8 学校は自由に話せる雰囲気である 23 学校において安心する
9 学校では周りから頼られていると感じる 24 学校では好きなことができる
10 学校において自分と周りがかみ合っている 25 学校では熱中できるものがある
11 学校では周りから期待されている 26 学校において周りの人と楽しい時間を共有している
12 学校ではではやるべき目的がある 27 学校では存在を気にかけられている
13 学校において充実している 28 学校において嫌われていると感じる
14 学校において周りに共感できる 29 学校において周りと助け合っている
15 学校において良い評価がされていると感じる 30 学校においてリラックスできる

表 ７　青年用適応感尺度（大久保，2005）の質問項目

The effect of Sensory-Processing Sensitivity in college students on their subjective school adaptation

Hikaru MIZUKAMI 
Graduate School of Human-Environment Studies, Kyushu University

School adaptation refers to the emotions and cognitions that arise from the relationship between an individual and the school environment. It is a 
subjective state of adaptation. Individuals with high Sensory-Processing Sensitivity (SPS), which is a difference in how the brain processes sensory 
information, are sensitive to small stimuli and may have difficulty functioning at work or home due to this sensitivity. This study examined the 
impact of SPS on students’ subjective school adaptation. The results revealed that SPS affects aspects of college students’ sense of school adaptation, 
suggesting that those with high SPS may be more likely to feel inferior. While SPS has a negative impact on school adaptability, it also has a positive 
impact. The results indicate that students with high SPS are more likely to feel inferior at universities. It is important to focus on individual differ-
ences, such as the degree and characteristics of individual sensitivity, rather than just whether students are Highly Sensitive Persons.

Keywords: Sensory-Processing Sensitivity, subjective school adaptation, college students
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